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○
農
林
水
産
省
令
第
五
十
八
号

特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
五
項
、
第
三
条
第
二

項
第
五
号
、
第
四
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
三
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
十
六

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項
及
び
第

二
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ロ
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
同
法
第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
六
条
第
三
項
、
第
二
十

三
条
第
二
項
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
並
び
に
第
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の

保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
生
産
者
団
体
）

第
一
条

特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
五
項
の
農
林
水
産
省
令
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で
定
め
る
団
体
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
団
体
と
す
る
。

一

生
産
業
者
を
直
接
又
は
間
接
の
構
成
員
と
す
る
団
体
（
法
人
で
な
い
団
体
に
あ
っ
て
は
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の

あ
る
も
の
に
限
り
、
法
令
又
は
定
款
そ
の
他
の
基
本
約
款
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
構
成
員
た
る
資
格
を

有
す
る
者
の
加
入
を
拒
み
、
又
は
そ
の
加
入
に
つ
き
現
在
の
構
成
員
が
加
入
の
際
に
付
さ
れ
た
よ
り
も
困
難
な
条
件
を
付

し
て
は
な
ら
な
い
旨
の
定
め
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

二

団
体
が
法
第
二
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
（
当
該
団
体
が
外
国
の
団
体
で
あ
る
場

合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
農
林
水
産
大
臣
が
当
該
団
体
に
対
し
明
細
書
又
は
生
産
行
程
管
理
業
務
規
程
の
変
更
そ
の
他

の
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
請
求
を
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
応
じ
る
団
体
で
あ
る
こ
と
。

（
登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
に
係
る
地
理
的
表
示
に
類
似
す
る
表
示
）

第
二
条

法
第
六
条
の
登
録
（
次
条
第
一
号
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
ホ
、
第
十
五
条
第
一
号
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
第

二
項
を
除
き
、
以
下
単
に
「
登
録
」
と
い
う
。
）
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
に
係
る
法
第
三
条
第
二
項
の
類
似
す
る
表
示

に
は
、
次
に
掲
げ
る
表
示
を
含
む
も
の
と
す
る
。

一

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
に
係
る
地
理
的
表
示
に
当
該
特
定
農
林
水
産
物
等
以
外
の
農
林
水
産
物
等
の
生
産
地
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の
表
示
を
伴
う
も
の

二

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
に
係
る
種
類
、
型
若
し
く
は
様
式
に
関
す
る
表
示
、
模
造
品
で
あ
る
旨
の
表
示
又
は

こ
れ
ら
に
類
す
る
表
現
の
表
示
を
伴
う
も
の

三

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
に
係
る
地
理
的
表
示
を
翻
訳
し
た
表
示

（
法
第
三
条
第
二
項
第
五
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
三
条

法
第
三
条
第
二
項
第
五
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

法
第
六
条
の
登
録
の
日
（
当
該
登
録
に
係
る
法
第
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
法
第
十
六
条
第
一
項

の
変
更
の
登
録
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
変
更
の
登
録
の
日
）
前
か
ら
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
、
他
人
に
損

害
を
加
え
る
目
的
そ
の
他
の
不
正
の
目
的
（
次
号
に
お
い
て
「
不
正
の
目
的
」
と
い
う
。
）
で
な
く
法
第
六
条
の
登
録
に

係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
が
属
す
る
区
分
に
属
す
る
農
林
水
産
物
等
を
主
な
原
料
若
し
く
は
材
料
と
し
て
製
造
さ
れ
、
若

し
く
は
加
工
さ
れ
た
農
林
水
産
物
等
若
し
く
は
そ
の
包
装
等
に
当
該
特
定
農
林
水
産
物
等
に
係
る
地
理
的
表
示
と
同
一
の

名
称
の
表
示
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
表
示
を
付
し
て
い
た
者
及
び
そ
の
業
務
を
承
継
し
た
者
が
継
続
し
て
当
該
農
林

水
産
物
等
若
し
く
は
そ
の
包
装
等
に
こ
れ
ら
の
表
示
を
付
す
る
場
合
又
は
こ
れ
ら
の
者
か
ら
当
該
農
林
水
産
物
等
（
こ
れ



- 4 -

ら
の
表
示
が
付
さ
れ
た
も
の
又
は
そ
の
包
装
等
に
こ
れ
ら
の
表
示
が
付
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
直
接
若
し
く
は
間
接

に
譲
り
受
け
た
者
が
当
該
農
林
水
産
物
等
若
し
く
は
そ
の
包
装
等
に
こ
れ
ら
の
表
示
を
付
す
る
場
合

二

不
正
の
目
的
で
な
く
自
己
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
若
し
く
は
著
名
な
雅
号
、
芸
名
若
し
く
は
筆
名
又
は
こ
れ
ら
の
著
名

な
略
称
の
表
示
を
付
す
る
場
合

三

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
に
普
通
名
称
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
農
林
水
産
物
等
の
名

称
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
普
通
名
称
の
表
示
を
付
す
る
と
き
。

（
登
録
標
章
の
様
式
）

第
四
条

法
第
四
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
標
章
は
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
農
林
水
産
物
等
又
は
そ
の
包
装
等

の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

（
書
面
の
用
語
等
）

第
五
条

登
録
の
申
請
に
関
す
る
書
面
は
、
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
き
、
日
本
語
で
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

、
生
産
者
団
体
の
名
称
及
び
住
所
、
代
表
者
（
法
人
で
な
い
生
産
者
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
）
の
氏

名
並
び
に
農
林
水
産
物
等
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
外
国
語
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２

委
任
状
そ
の
他
の
書
面
で
あ
っ
て
、
外
国
語
で
書
い
た
も
の
に
は
、
そ
の
翻
訳
文
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
申
請
書
の
記
載
事
項
等
）

第
六
条

法
第
七
条
第
一
項
第
七
号
の
農
林
水
産
物
等
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

申
請
農
林
水
産
物
等
の
特
性
が
そ
の
生
産
地
に
主
と
し
て
帰
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
理
由

二

申
請
農
林
水
産
物
等
が
そ
の
生
産
地
に
お
い
て
生
産
さ
れ
て
き
た
実
績

２

法
第
七
条
第
一
項
第
八
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

申
請
農
林
水
産
物
等
の
名
称
に
つ
い
て
法
第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
の
該
当
の
有
無

二

申
請
農
林
水
産
物
等
の
名
称
に
つ
い
て
法
第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

登
録
商
標
（
商
標
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
登
録
商
標
を
い
う
。
以

下
こ
の
号
及
び
第
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
商
標
権
者
の
氏
名
又
は
名
称

ロ

登
録
商
標

ハ

商
標
登
録
に
係
る
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
（
商
標
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
商
品
又
は
役
務
を

い
う
。
）
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ニ

商
標
登
録
の
登
録
番
号

ホ

商
標
権
の
設
定
の
登
録
（
当
該
商
標
権
の
存
続
期
間
の
更
新
登
録
が
あ
っ
た
と
き
は
、
商
標
権
の
設
定
の
登
録
及
び

存
続
期
間
の
更
新
登
録
）
の
年
月
日

ヘ

商
標
権
に
つ
い
て
専
用
使
用
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
専
用
使
用
権
の
専
用
使
用
権
者
の
氏
名
又
は
名

称
ト

登
録
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
商
標
権
者
又
は
専
用
使
用
権
者
の
承
諾
を
要
す
る
と
き
は
、
当
該
承
諾
の
年
月
日

３

法
第
七
条
第
一
項
第
九
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
書

類
の
目
録
と
す
る
。

４

申
請
書
は
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
）

第
七
条

法
第
七
条
第
二
項
第
三
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

代
理
人
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
権
限
を
証
明
す
る
書
面

二

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
に
係
る
登
記
事
項
証
明
書
、
定
款
そ
の
他
の
当
該
団
体
が
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
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る
生
産
者
団
体
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

三

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
が
外
国
の
団
体
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
条
第
二
号
の
請
求
に
応
じ
る
こ
と
を
誓
約
す

る
書
面

四

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
が
法
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
の
有
無
を
明

ら
か
に
す
る
書
面

五

最
近
の
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
収
支
計
算
書
そ
の
他
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
が
生

産
行
程
管
理
業
務
を
適
確
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

六

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
が
生
産
行
程
管
理
業
務
の
公
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
体
制
を
整
備
し
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

七

申
請
農
林
水
産
物
等
が
特
定
農
林
水
産
物
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
録
音
又
は
録
画
を
し
た
も
の
を
含
む
。
）

八

申
請
農
林
水
産
物
等
の
写
真

九

登
録
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
商
標
権
者
又
は
専
用
使
用
権
者
の
承
諾
を
要
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
証
明
す
る
書
面

（
意
見
書
の
様
式
）
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第
八
条

法
第
九
条
第
一
項
の
意
見
書
は
、
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
学
識
経
験
者
か
ら
の
意
見
聴
取
）

第
九
条

農
林
水
産
大
臣
は
、
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
く
と
き
は
、
次
条
の
学
識
経
験

者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

（
学
識
経
験
者
の
名
簿
）

第
十
条

農
林
水
産
大
臣
は
、
学
識
経
験
者
を
選
定
し
て
、
学
識
経
験
者
の
名
簿
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
再
公
示
等
）

第
十
一
条

農
林
水
産
大
臣
は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
し
た
後
当
該
公
示
に
係
る
登
録
の
申
請
に
つ
い
て

登
録
又
は
登
録
の
拒
否
を
す
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
申
請
書
、
明
細
書
又
は
生
産
行
程
管
理
業
務
規
程
の
内
容
に
実
質
的

な
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
改
め
て
同
条
、
法
第
九
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
農
林
水
産
物
等
登
録
簿
）

第
十
二
条

法
第
十
二
条
第
二
項
の
特
定
農
林
水
産
物
等
登
録
簿
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
特
定
農
林
水
産
物
等
登
録
簿
」
と

い
う
。
）
は
、
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
り
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
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２

特
定
農
林
水
産
物
等
登
録
簿
は
、
農
林
水
産
省
食
料
産
業
局
に
備
え
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
に
係
る
公
示
事
項
）

第
十
三
条

法
第
十
二
条
第
三
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

登
録
番
号
及
び
登
録
の
年
月
日

二

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
の
区
分

三

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称

四

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
の
生
産
地

五

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
の
特
性

六

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
の
生
産
の
方
法

七

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
の
特
性
が
そ
の
生
産
地
に
主
と
し
て
帰
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
理
由

八

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
が
そ
の
生
産
地
に
お
い
て
生
産
さ
れ
て
き
た
実
績

九

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
に
つ
い
て
法
第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
の
該
当
の
有
無

十

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
に
つ
い
て
法
第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
第
六
条
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第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

十
一

登
録
を
受
け
た
生
産
者
団
体
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
（
法
人
で
な
い
生
産
者
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代

表
者
又
は
管
理
人
）
の
氏
名

十
二

第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
と
明
細
書
に
定
め
た
法
第
七
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
と
が
異
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容

（
特
定
農
林
水
産
物
等
登
録
証
の
交
付
）

第
十
四
条

農
林
水
産
大
臣
は
、
登
録
を
し
た
と
き
は
、
当
該
登
録
を
受
け
た
生
産
者
団
体
に
特
定
農
林
水
産
物
等
登
録
証
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
特
定
農
林
水
産
物
等
登
録
証
は
、
別
記
様
式
第
四
号
に
よ
る
。

（
生
産
行
程
管
理
業
務
の
方
法
の
基
準
）

第
十
五
条

法
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ロ
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
と
す
る
。

一

法
第
十
六
条
第
一
項
の
変
更
の
登
録
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
変
更
の
登
録
に
係
る
事
項
に
係
る
明
細
書
の
変
更
を
行

う
こ
と
。
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二

構
成
員
た
る
生
産
業
者
が
行
う
そ
の
生
産
が
明
細
書
に
定
め
ら
れ
た
法
第
七
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲

げ
る
事
項
に
適
合
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

三

前
号
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
結
果
、
構
成
員
た
る
生
産
業
者
が
行
う
そ
の
生
産
が
明
細
書
に
定
め
ら
れ
た
法
第
七
条
第

一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
適
合
し
て
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
当
該
生
産
業

者
に
対
し
、
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
。

四

構
成
員
た
る
生
産
業
者
が
法
第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
従
っ
て
特
定
農
林
水
産
物
等
又
は
そ
の
包

装
等
に
当
該
特
定
農
林
水
産
物
等
に
係
る
地
理
的
表
示
及
び
登
録
標
章
を
付
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

五

前
号
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
結
果
、
構
成
員
た
る
生
産
業
者
が
法
第
三
条
第
二
項
又
は
第
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
当
該
生
産
業
者
に
対
し
、
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
。

六

実
績
報
告
書
（
生
産
行
程
管
理
業
務
の
実
施
状
況
に
関
す
る
報
告
書
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
作
成
し
、

明
細
書
及
び
生
産
行
程
管
理
業
務
規
程
の
写
し
と
と
も
に
毎
年
一
回
以
上
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

七

実
績
報
告
書
及
び
こ
れ
に
関
す
る
書
類
を
前
号
の
提
出
の
日
か
ら
五
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

（
申
請
農
林
水
産
物
等
に
つ
い
て
法
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
名
称
）
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第
十
六
条

法
第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
イ
の
申
請
農
林
水
産
物
等
に
つ
い
て
法
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
特
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
名
称
に
は
、
次
に
掲
げ
る
名
称
を
含
む
も
の
と
す
る
。

一

動
植
物
の
品
種
の
名
称
と
同
一
の
名
称
で
あ
っ
て
、
申
請
農
林
水
産
物
等
の
生
産
地
に
つ
い
て
誤
認
さ
せ
る
お
そ
れ
の

あ
る
も
の

二

不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
五
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
行
為
を
組
成
す
る

名
称

（
生
産
者
団
体
を
追
加
す
る
変
更
の
登
録
）

第
十
七
条

第
五
条
、
第
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
並
び
に
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の

規
定
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
の
変
更
の
登
録
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
第
四
項
中
「
別
記
様

式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
五
号
」
と
、
第
七
条
中
「
次
に
掲
げ
る
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
か
ら
第
六

号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
」
と
、
第
八
条
中
「
別
記
様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
六
号
」
と
、
第
十
三
条
中
「

次
に
掲
げ
る
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
変
更
の
年
月
日
並
び
に
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ

る
事
項
」
と
、
同
条
第
十
二
号
中
「
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
と
明
細
書
に
定
め
た
法
第
七
条
第
一
項
第
四
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号
か
ら
第
六
号
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
に
係
る
法
第
七
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
と
明
細
書
に
定

め
た
同
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
明
細
書
の
変
更
の
登
録
）

第
十
八
条

法
第
十
六
条
第
三
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

行
政
区
画
又
は
土
地
の
名
称
の
変
更
に
伴
う
登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
の
生
産
地
の
名
称
の
変
更

二

登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
が
法
第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
登
録

後
に
同
号
ロ
に
規
定
す
る
登
録
商
標
に
係
る
商
標
権
に
つ
い
て
専
用
使
用
権
が
設
定
さ
れ
た
と
き
に
お
け
る
当
該
専
用
使

用
権
の
専
用
使
用
権
者
の
氏
名
又
は
名
称
の
追
加

三

誤
記
の
訂
正

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
七
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
実
質
的
な
変
更
を
伴

わ
な
い
変
更

２

第
五
条
、
第
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
七
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
並
び
に
第
十
三
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で

の
規
定
（
法
第
十
六
条
第
一
項
の
変
更
の
登
録
に
係
る
事
項
が
前
項
に
掲
げ
る
事
項
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
八
条
か
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ら
第
十
一
条
ま
で
及
び
第
十
四
条
の
規
定
を
除
く
。
）
は
、
法
第
十
六
条
第
一
項
の
変
更
の
登
録
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
第
四
項
中
「
別
記
様
式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
七
号
」
と
、
第
七
条
中
「
次
に

掲
げ
る
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
」
と
、
同
条
第
七
号
中
「
申
請
農
林

水
産
物
等
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
第
一
項
の
変
更
の
登
録
に
係
る
事
項
が
法
第
七
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
で
あ
る
場
合
に
は
、
申
請
農
林
水
産
物
等
」
と
、
第
八
条
中
「
別
記
様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記

様
式
第
八
号
」
と
、
第
十
三
条
中
「
次
に
掲
げ
る
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
変
更
の
年
月
日
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲

げ
る
事
項
及
び
変
更
に
係
る
事
項
」
と
、
第
十
四
条
第
一
項
中
「
登
録
を
し
た
と
き
は
、
当
該
登
録
」
と
あ
る
の
は
「
変
更

の
登
録
（
法
第
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
と
き
は
、
当
該
変
更
の
登
録
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
へ
の
準
用
）

第
十
九
条

第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
中
「
別
記
様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の

は
、
「
別
記
様
式
第
九
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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（
公
示
の
方
法
）

第
二
十
条

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
農
林
水
産
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。

（
身
分
を
示
す
証
明
書
）

第
二
十
一
条

法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
十
号
に
よ
る
。

（
農
林
水
産
大
臣
に
対
す
る
申
出
の
手
続
）

第
二
十
二
条

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
（
正
副
三
通
）
を
も
っ

て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
出
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二

申
出
に
係
る
農
林
水
産
物
等
の
名
称

三

申
出
の
理
由

四

申
出
に
係
る
農
林
水
産
物
等
又
は
そ
の
包
装
等
に
登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
に
係
る
地
理
的
表
示
若
し
く
は
こ

れ
に
類
似
す
る
表
示
を
付
し
た
者
、
登
録
標
章
を
付
し
て
い
な
い
者
又
は
登
録
標
章
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
標
章
を
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付
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

五

申
出
に
係
る
農
林
水
産
物
等
の
申
出
時
に
お
け
る
所
在
場
所
及
び
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称

（
権
限
の
委
任
）

第
二
十
三
条

法
に
規
定
す
る
農
林
水
産
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
地
方
農

政
局
長
（
北
海
道
農
政
事
務
所
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
農
林
水
産
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を

行
使
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
生
産
者
団
体
、
生
産
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
す
る
報
告
の
徴
収

当

該
登
録
生
産
者
団
体
、
生
産
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
農
政
局
長

二

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
生
産
者
団
体
、
生
産
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
関
す
る
立
入
検
査

当
該

登
録
生
産
者
団
体
、
生
産
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
事
務
所
、
事
業
所
、
倉
庫
、
ほ
場
、
工
場
そ
の
他
の
立
入
検
査
に
係

る
場
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
農
政
局
長

三

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受
付
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
農
林
水
産
物
等
又
は
そ
の
包
装

等
に
登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
に
係
る
地
理
的
表
示
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
表
示
を
付
し
た
者
、
登
録
標
章
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を
付
し
て
い
な
い
者
又
は
登
録
標
章
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
標
章
を
付
し
た
者
に
関
す
る
調
査

当
該
農
林
水
産
物

等
又
は
そ
の
包
装
等
に
登
録
に
係
る
特
定
農
林
水
産
物
等
に
係
る
地
理
的
表
示
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
表
示
を
付
し

た
者
、
登
録
標
章
を
付
し
て
い
な
い
者
又
は
登
録
標
章
若
し
く
は
こ
れ
に
類
似
す
る
標
章
を
付
し
た
者
の
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
農
政
局
長

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
農
林
水
産
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

農
林
水
産
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
農
林
水
産
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
中
「
知
的
財
産
専
門
官
」
の
下
に
「
、
地
理
的
表
示
審
査
官
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
審
査

官
二
十
五
人
」
を
「
地
理
的
表
示
審
査
官
四
人
、
審
査
官
二
十
三
人
」
に
、
「
国
際
専
門
官
一
人
」
を
「
国
際
専
門
官
二
人

」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
国
際
専
門
官
は
」
の
下
に
「
、
命
を
受
け
て
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条

第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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６

地
理
的
表
示
審
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
特
定
農
林
水
産
物
等
の
登
録
に
係
る
審
査
を
行
う
。

第
百
六
十
四
条
中
第
二
十
六
号
を
第
二
十
七
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
九
十
条
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

八

特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
九
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
理
的
表
示
専
門
官
）

第
百
九
十
七
条
の
二

関
東
農
政
局
、
中
国
四
国
農
政
局
及
び
九
州
農
政
局
の
事
業
戦
略
課
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
理
的
表
示
専

門
官
一
人
を
置
く
。

２

地
理
的
表
示
専
門
官
は
、
地
方
農
政
局
の
管
轄
区
域
内
に
お
け
る
特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の
保
護
に
関
す
る
専
門

の
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
、
連
絡
調
整
及
び
指
導
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。
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第
二
百
九
十
六
条
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
百
二
条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

七

特
定
農
林
水
産
物
等
の
名
称
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。
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別
表
（
第
四
条
関
係
）

農
林
水
産
物
等
又
は
そ
の
包
装
等
の
区
分

様

式

直
径
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
の
標
章
を
付
す
る
こ
と
が
困
難

カ
ラ
ー
の
標
章
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
様
式

で
な
い
農
林
水
産
物
等
又
は
そ
の
包
装
等

一モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
標
章
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
様
式
二

単
色
の
標
章
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
様
式
三

直
径
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
の
標
章
を
付
す
る
こ
と
が
困
難

カ
ラ
ー
の
標
章
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
様
式

な
農
林
水
産
物
等
又
は
そ
の
包
装
等

四モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
標
章
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
様
式
五

単
色
の
標
章
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
様
式
六
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様式一（第四条関係）

（１） 外側の円の直径は、15mm以上とし、内側の円の直径は外側の円の直径の一万分
の六千二百十六倍とする。

（２） 標章中ＡからＦまでの部分の大きさは、次の表の左欄に掲げる部分ごとに、そ
れぞれ同表の右欄に定める大きさとする。

部分 大きさ
Ａ 外側の円の直径の一万分の六百七十五倍
Ｂ 外側の円の直径の一万分の四千五百十六倍
Ｃ 外側の円の直径の一万分の二千百八十二倍
Ｄ 外側の円の直径の一万分の三千八百八十八倍
Ｅ 外側の円の直径の一万分の五百五十倍
Ｆ 外側の円の直径の一万分の五千六百六倍

（３） イ、ロ、ニ及びホの部分並びに「JAPAN GEOGRAPHICAL INDICATION」、「日本」、
「地理的表示」及び「GI」の文字の色は、次の表の左欄に掲げる部分及び文字ご
とに、それぞれ同表の右欄に定める色とする。

部分又は文字 色
イ 白
ロ PANTONE 199C 又は 0% cyan

100% magenta
65% yellow
10% black

ニ PANTONE 4655C 又は 25% cyan
40% magenta
65% yellow
0% black

ホ PANTONE 4655C 70% 又は 17% cyan

A

B

C

D

E

F

イ

ロ

ハ

ニ

ホ
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30% magenta
45% yellow
0% black

「JAPAN GEOGRAPHICAL INDICATI PANTONE 4655C 又は 25% cyan
ON」、「日本」、「地理的表示」及 40% magenta
び「GI」の文字 65% yellow

0% black

（４） ハの部分の色は、次のいずれにも該当するようにするものとする。
（ⅰ）ハの部分中上端部において次の表に定める起点色、上端部から一万分の三千三

百七十五倍の部分において同表に定める起点色と終点色の丁度中間の色となるよ
うに均一に色の変化が行われたもの。

（ⅱ）ハの部分中上端部から一万分の三千三百七十五倍の部分において（ⅰ）に定め
る中間の色、上端部から一万分の四千五百倍の部分において次の表に定める終点
色となるように均一に色の変化が行われたもの。

色の名前 色
起点色 PANTONE 4655C 又は 25% cyan

40% magenta
65% yellow
0% black

終点色 PANTONE 4645C 又は 30% cyan
50% magenta
70% yellow
10% black
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様式二（第四条関係）

（１） 外側の円の直径は、15mm以上とし、内側の円の直径は外側の円の直径の一万分
の六千二百十六倍とする。

（２） 標章中ＡからＦまでの部分の大きさは、次の表の左欄に掲げる部分ごとに、そ
れぞれ同表の右欄に定める大きさとする。

部分 大きさ
Ａ 外側の円の直径の一万分の六百七十五倍
Ｂ 外側の円の直径の一万分の四千五百十六倍
Ｃ 外側の円の直径の一万分の二千百八十二倍
Ｄ 外側の円の直径の一万分の三千八百八十八倍
Ｅ 外側の円の直径の一万分の五百五十倍
Ｆ 外側の円の直径の一万分の五千六百六倍

（３） イ、ロ、ニ及びホの部分並びに「JAPAN GEOGRAPHICAL INDICATION」、「日本」、
「地理的表示」及び「GI」の文字の色は、次の表の左欄に掲げる部分及び文字ご
とに、それぞれ同表の右欄に定める色とする。

部分又は文字 色
イ並びに「日本」、「地理的表示」、白
及び「GI」の文字
ロ 100% black

ニ及び「JAPAN GEOGRAPHICAL I 65% black
NDICATION」の文字

ホ 50% black

（４） ハの部分の色は、次のいずれにも該当するようにするものとする。

A

B

C

D

E

F

イ

ロ

ハ

ニ

ホ
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（ⅰ）ハの部分中上端部において次の表に定める起点色、上端部から一万分の三千三
百七十五倍の部分において同表に定める起点色と終点色の丁度中間の色となるよ
うに均一に色の変化が行われたもの。

（ⅱ）ハの部分中上端部から一万分の三千三百七十五倍の部分において（ⅰ）に定め
る中間の色、上端部から一万分の四千五百倍の部分において次の表に定める終点
色となるように均一に色の変化が行われたもの。

色の名前 色
起点色 0% black

終点色 80% black
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様式三（第四条関係）

（１） 外側の円の直径は、15mm以上とし、内側の円の直径は外側の円の直径の一万分
の六千二百十六倍とする。

（２） 標章中ＡからＦまでの部分の大きさは、次の表の左欄に掲げる部分ごとに、そ
れぞれ同表の右欄に定める大きさとする。

部分 大きさ
Ａ 外側の円の直径の一万分の六百七十五倍
Ｂ 外側の円の直径の一万分の四千五百十六倍
Ｃ 外側の円の直径の一万分の二千百八十二倍
Ｄ 外側の円の直径の一万分の三千八百八十八倍
Ｅ 外側の円の直径の一万分の五百五十倍
Ｆ 外側の円の直径の一万分の五千六百六倍

（３） イ、ロ、ハ及びニの部分並びに「JAPAN GEOGRAPHICAL INDICATION」の文字の色
は黒色とする。

A

B

C

D

E

F

イ

ロ

ハ

ニ
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様式四（第四条関係）

（１） 外側の円の直径は、10mm以上とし、内側の円の直径は外側の円の直径の一万分
の六千二百十六倍とする。

（２） 標章中ＡからＦまでの部分の大きさは、次の表の左欄に掲げる部分ごとに、そ
れぞれ同表の右欄に定める大きさとする。

部分 大きさ
Ａ 外側の円の直径の一万分の六百七十五倍
Ｂ 外側の円の直径の一万分の四千五百十六倍
Ｃ 外側の円の直径の一万分の二千百八十二倍
Ｄ 外側の円の直径の一万分の三千八百八十八倍
Ｅ 外側の円の直径の一万分の五百五十倍
Ｆ 外側の円の直径の一万分の五千六百六倍

（３） イ、ロ、ニ及びホの部分並びに「JAPAN GEOGRAPHICAL INDICATION」、「日本」、
「地理的表示」及び「GI」の文字の色は、次の表の左欄に掲げる部分及び文字ご
とに、それぞれ同表の右欄に定める色とする。

部分又は文字 色
イ 白
ロ PANTONE 199C 又は 0% cyan

100% magenta
65% yellow
10% black

ニ PANTONE 4655C 又は 25% cyan
40% magenta
65% yellow
0% black

ホ PANTONE 4655C 70% 又は 17% cyan

A

B

C

D

E

F

イ

ロ

ハ

ニ

ホ
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30% magenta
45% yellow
0% black

「JAPAN GEOGRAPHICAL INDICATI PANTONE 4655C 又は 25% cyan
ON」、「日本」、「地理的表示」及 40% magenta
び「GI」の文字 65% yellow

0% black

（４） ハの部分の色は、次のいずれにも該当するようにするものとする。
（ⅰ）ハの部分中上端部において次の表に定める起点色、上端部から一万分の三千三

百七十五倍の部分において同表に定める起点色と終点色の丁度中間の色となるよ
うに均一に色の変化が行われたもの。

（ⅱ）ハの部分中上端部から一万分の三千三百七十五倍の部分において（ⅰ）に定め
る中間の色、上端部から一万分の四千五百倍の部分において次の表に定める終点
色となるように均一に色の変化が行われたもの。

色の名前 色
起点色 PANTONE 4655C 又は 25% cyan

40% magenta
65% yellow
0% black

終点色 PANTONE 4645C 又は 30% cyan
50% magenta
70% yellow
10% black
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様式五（第四条関係）

（１） 外側の円の直径は、10mm以上とし、内側の円の直径は外側の円の直径の一万分
の六千二百十六倍とする。

（２） 標章中ＡからＦまでの部分の大きさは、次の表の左欄に掲げる部分ごとに、そ
れぞれ同表の右欄に定める大きさとする。

部分 大きさ
Ａ 外側の円の直径の一万分の六百七十五倍
Ｂ 外側の円の直径の一万分の四千五百十六倍
Ｃ 外側の円の直径の一万分の二千百八十二倍
Ｄ 外側の円の直径の一万分の三千八百八十八倍
Ｅ 外側の円の直径の一万分の五百五十倍
Ｆ 外側の円の直径の一万分の五千六百六倍

（３） イ、ロ、ニ及びホの部分並びに「JAPAN GEOGRAPHICAL INDICATION」、「日本」、
「地理的表示」及び「GI」の文字の色は、次の表の左欄に掲げる部分及び文字ご
とに、それぞれ同表の右欄に定める色とする。

部分又は文字 色
イ並びに「日本」、「地理的表示」、白
及び「GI」の文字
ロ 100% black

ニ及び「JAPAN GEOGRAPHICAL I 65% black
NDICATION」の文字

ホ 50% black

（４） ハの部分の色は、次のいずれにも該当するようにするものとする。

A

B

C

D

E

F

イ

ロ

ハ

ニ

ホ
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（ⅰ）ハの部分中上端部において次の表に定める起点色、上端部から一万分の三千三
百七十五倍の部分において同表に定める起点色と終点色の丁度中間の色となるよ
うに均一に色の変化が行われたもの。

（ⅱ）ハの部分中上端部から一万分の三千三百七十五倍の部分において（ⅰ）に定め
る中間の色、上端部から一万分の四千五百倍の部分において次の表に定める終点
色となるように均一に色の変化が行われたもの。

色の名前 色
起点色 0% black

終点色 80% black
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様式六（第四条関係）

（１） 外側の円の直径は、10mm以上とし、内側の円の直径は外側の円の直径の一万分
の六千二百十六倍とする。

（２） 標章中ＡからＦまでの部分の大きさは、次の表の左欄に掲げる部分ごとに、そ
れぞれ同表の右欄に定める大きさとする。

部分 大きさ
Ａ 外側の円の直径の一万分の六百七十五倍
Ｂ 外側の円の直径の一万分の四千五百十六倍
Ｃ 外側の円の直径の一万分の二千百八十二倍
Ｄ 外側の円の直径の一万分の三千八百八十八倍
Ｅ 外側の円の直径の一万分の五百五十倍
Ｆ 外側の円の直径の一万分の五千六百六倍

（３） イ、ロ、ハ及びニの部分並びに「JAPAN GEOGRAPHICAL INDICATION」の文字の色
は黒色とする。

A

B

C

D

E

F

イ

ロ

ハ

ニ
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別記

様式第一号（第六条関係）

特定農林水産物等の登録の申請

農林水産大臣 殿

年 月 日

特定農林水産物等の名称の保護に関する法律（以下「法」という。）第７条第

１項の規定に基づき、次のとおり登録の申請をします。

（この申請書を提出する者（注１））

□申請者（１に記載） □代理人（以下に記載）

住所又は居所（フリガナ）：（〒 ）

氏名又は名称（フリガナ）： 印

法人の場合には代表者の氏名：

電話番号：

（注１）

イ この申請書を提出する者が申請者である場合には、「□申請者」にチェ

ックを付し、本欄には記載せずに、「１ 申請者」に記載する。

ロ この申請書を提出する者が代理人である場合には、「□代理人」にチェ

ックを付し、本欄を記載する。

１ 申請者

（１）単独申請又は共同申請の別

□ 単独申請 □ 共同申請

（２）名称及び住所並びに代表者（又は管理人）の氏名等（注２）

住所（フリガナ）：（〒 ）

名称（フリガナ）： 印

代表者（管理人）の氏名：

ウェブサイトのアドレス（注３）：

（注２）共同申請の場合には、共同申請者を全員記載すること。

（注３）ウェブサイトがある場合にのみ記載すれば足りる。

（３）申請者の法形式：

２ 農林水産物等が属する区分

区分名：

区分に属する農林水産物等：

３ 農林水産物等の名称（注４）

名称（フリガナ）：

（注４）名称が複数ある場合には、全部記載すること。なお、日本国外への輸
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出を想定している場合には、輸出時に使用する名称についても併せて記

載することができる。

４ 農林水産物等の生産地

生産地の範囲（注５）：

（注５）併せて、生産地の位置関係を示す図面を添付することもできる。

５ 農林水産物等の特性

（説明）（注６）

（注６）「説明」欄には、農林水産物等の品質、社会的評価その他の確立した

特性を記載する。

６ 農林水産物等の生産の方法

（説明）（注７）

（注７）「説明」欄には、技術的な基準、出荷基準・規格、栽培される品種、

特別な飼料、特別な原材料等を記載する。

７ 農林水産物等の特性がその生産地に主として帰せられるものであることの理

由

（説明）

８ 農林水産物等がその生産地において生産されてきた実績

（説明）（注８）

（注８）申請農林水産物等の発祥、生産の開始時期、現在に至るまでの経緯等

を記載することができる。

９ 法第13条第１項第４号ロ該当の有無等

（１）法第13条第１項第４号ロ該当の有無

申請農林水産物等の名称は、法第13条第１項第４号ロに

□ 該当する（注９）

商標権者の氏名又は名称：

登録商標：

指定商品又は指定役務：

商標登録の登録番号：

商標権の設定の登録（当該商標権の存続期間の更新登録があったときは、

商標権の設定の登録及び存続期間の更新登録）の年月日：

□ 該当しない

（注９）法第13条第１項第４号ロに該当する登録商標は全て記載すること。

（２）法第13条第２項該当の有無（（１）で「該当する」欄にチェックを付した

場合に限る。）（注10）

□ 法第13条第２項第１号に該当
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【専用使用権】

□ 専用使用権は設定されている。

専用使用権者の氏名又は名称：

専用使用権者の承諾の年月日：

□ 専用使用権は設定されていない。

□ 法第13条第２項第２号に該当

【商標権】

商標権者の承諾の年月日：

【専用使用権】

□ 専用使用権は設定されている。

専用使用権者の氏名又は名称：

専用使用権者の承諾の年月日：

□ 専用使用権は設定されていない。

□ 法第13条第２項第３号に該当

【商標権】

商標権者の承諾の年月日：

【専用使用権】

□ 専用使用権は設定されている。

専用使用権者の氏名又は名称：

専用使用権者の承諾の年月日：

□ 専用使用権は設定されていない。

（注10）（１）で記載した登録商標ごとに記載すること。

10 連絡先（文書送付先）

住所又は居所：（〒 ）

宛名：

担当者の氏名及び役職：

電話番号：

ファックス番号：

電子メールアドレス：

［添付書類の目録］

申請書に添付した書類の「□」欄に、チェックを付すこと。

□１ 明細書

□２ 生産行程管理業務規程

□３ 代理人により申請する場合は、その権限を証明する委任状等の書類

□４ 法第２条第５項に規定する生産者団体であることを証明する書類

□（１）申請者が法人（法令において、加入の自由の定めがあるものに限

る。）の場合は、登記事項証明書

□（２）申請者が法人（（１）に該当する場合を除く。）の場合は、登記事

項証明書及び定款その他の基本約款

□（３）申請者が法人でない場合は、定款その他の基本約款
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□５ 外国の団体の場合は、誓約書

□６ 法第13条第１項第１号に規定する欠格条項に関する申告書

□７ 法第13条第１項第２号ハに規定する経理的基礎を有することを証明す

る書類

書類名（注11）：

□８ 法第13条第１項第２号ニに規定する必要な体制を整備していることを

証明する書類

書類名（注11）：

□９ 申請農林水産物等が特定農林水産物等に該当することを証明する書類

書類名（注11）：

□10 申請農林水産物等の写真

□11 法第13条第１項第４号ロに該当する場合には、商標権者等の承諾を証

明する書類

□12 前記３から９まで及び11の書類が外国語で作成されている場合には、

翻訳文

（注11）書類が複数ある場合には、その全てを記載すること。
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別記

様式第二号（第八条関係）

意 見 書

農林水産大臣 殿

年 月 日

提出者

住所：（〒 ）

氏名（法人の場合は、名称及び代表者の氏名）： 印

電話番号：

特定農林水産物等の名称の保護に関する法律（以下「法」という。）第９条第

１項の規定に基づき、下記のとおり意見を提出します。

記

１ 意見の対象となる登録の申請

（１）登録の申請の番号及び年月日

（２）申請農林水産物等の区分

（３）申請農林水産物等の名称

２ 意見の内容

上記１の登録の申請は、

□ 登録すべきである。

（理由）

□ 次の理由から登録を拒否すべきである（複数選択も可）。

□ 法第13条第１項第２号に該当する。

（理由）

□ 法第13条第１項第３号に該当する。

（理由）

□ 法第13条第１項第４号に該当する。

（理由）

□ その他

３ 添付書類の目録

（注）意見の内容を裏付ける書類を添付することができる。
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別記

様式第三号（第十二条関係）

特定農林水産物等登録簿

登録番号 登録年月日

申請番号 申請年月日

特定農林水産物等の区分

特定農林水産物等の名称

特定農林水産物等の生産地

特定農林水産物等の特性

特定農林水産物等の生産の

方法

特定農林水産物等の特性が

その生産地に主として帰せ

られるものであることの理

由

特定農林水産物等がその生

産地において生産されてき

た実績

規則第６条第２項各号に掲

げる事項

登録生産者団体の名称及び

住所並びに代表者の氏名

（注）登録事項の変更があった場合には、記録部の登録事項欄に、変更年月

日及び変更に係る事項の概要を記載する。
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＜特定農林水産物等の名称の記録部＞ （登録番号）

番号 登録事項欄

＜特定農林水産物等の生産地の記録部＞ （登録番号）

番号 登録事項欄

＜特定農林水産物等の特性の記録部＞ （登録番号）

番号 登録事項欄

＜特定農林水産物等の生産の方法の記録部＞ （登録番号）

番号 登録事項欄

＜特定農林水産物等の特性がその生産地に主として帰せられる

ものであることの理由の記録部＞ （登録番号）

番号 登録事項欄

＜特定農林水産物等がその生産地において生産されてきた実績

の記録部＞ （登録番号）

番号 登録事項欄
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＜規則第６条第２項各号に掲げる事項の記録部＞（登録番号）

番号 登録事項欄

＜登録生産者団体の記録部＞ （登録番号）

番号 登録事項欄
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別記

様式第四号（第十四条関係）

特 定 農 林 水 産 物 等 登 録 証

１ 登録番号

２ 登録の年月日

３ 特定農林水産物等の区分

４ 特定農林水産物等の名称

５ 登録生産者団体

住所

名称

代表者（又は管理人）の氏名

この特定農林水産物等は、特定農林水産物等の名称の保護に関する法律第

12条第１項の規定により特定農林水産物等登録簿に登録されたことを証明す

る。

年 月 日

農林水産大臣 氏名 印
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別記

様式第五号（第十七条関係）

特定農林水産物等の変更の登録の申請

農林水産大臣 殿

年 月 日

特定農林水産物等の名称の保護に関する法律（以下「法」という。）第15条第

１項の規定に基づき、次のとおり変更の登録の申請をします。

（この申請書を提出する者（注１））

□変更申請者（１に記載） □代理人（以下に記載）

住所又は居所（フリガナ）：（〒 ）

氏名又は名称（フリガナ）： 印

法人の場合には代表者の氏名：

電話番号：

（注１）

イ この申請書を提出する者が変更申請者である場合には、「□変更申請者」

にチェックを付し、本欄には記載せずに、「１ 変更申請者」に記載する。

ロ この申請書を提出する者が代理人である場合には、「□代理人」にチェ

ックを付し、本欄を記載する。

１ 変更申請者

（１）単独申請又は共同申請の別

□ 単独申請 □ 共同申請

（２）名称及び住所並びに代表者（又は管理人）の氏名等（注２）

住所（フリガナ）：（〒 ）

名称（フリガナ）： 印

代表者（管理人）の氏名：

ウェブサイトのアドレス（注３）：

（注２）共同申請の場合には、共同申請者を全員記載すること。

（注３）ウェブサイトがある場合にのみ記載すれば足りる。

（３）変更申請者の法形式：

２ 登録番号（注４）

（注４）生産者団体の追加を求める登録に係る登録番号を記載すること。

３ 登録に係る特定農林水産物等の名称
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４ 連絡先（文書送付先）

住所又は居所：（〒 ）

宛名：

担当者の氏名及び役職：

電話番号：

ファックス番号：

電子メールアドレス：

［添付書類の目録］

変更申請書に添付した書類の「□」欄に、チェックを付すこと。

□１ 明細書

□２ 生産行程管理業務規程

□３ 代理人により申請する場合は、その権限を証明する委任状等の書類

□４ 法第２条第５項において規定する生産者団体であることを証明する書

類

□（１）変更申請者が法人（法令において、加入の自由の定めがあるもの

に限る。）の場合は、登記事項証明書

□（２）変更申請者が法人（（１）に該当する場合を除く。）の場合は、登

記事項証明書及び定款その他の基本約款

□（３）変更申請者が法人でない場合は、定款その他の基本約款

□５ 外国の団体の場合は、誓約書

□６ 法第13条第１項第１号に規定する欠格条項に関する申告書

□７ 法第13条第１項第２号ハに規定する経理的基礎を有することを証明す

る書類

書類名（注５）：

□８ 法第13条第１項第２号ニに規定する必要な体制を整備していることを

証明する書類

書類名（注５）：

□９ 前記３から８までの書類が外国語で作成されている場合には、翻訳文

（注５）書類が複数ある場合には、その全てを記載すること。
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別記

様式第六号（第十七条関係）

意 見 書

農林水産大臣 殿

年 月 日

提出者

住所：（〒 ）

氏名（法人の場合は、名称及び代表者の氏名）： 印

電話番号：

特定農林水産物等の名称の保護に関する法律（以下「法」という。）第15条第

２項において準用する法第９条第１項の規定に基づき、下記のとおり意見を提出

します。

記

１ 意見の対象となる変更の登録の申請

（１）変更の登録の申請の番号及び年月日

（２）登録番号

（３）登録に係る特定農林水産物等の名称

２ 意見の内容

上記１の変更の登録の申請は、

□ 登録すべきである。

（理由）

□ 次の理由から登録を拒否すべきである（複数選択も可）。

□ 法第13条第１項第２号に該当する。

（理由）

□ 法第13条第１項第４号に該当する。

（理由）

□ その他

３ 添付書類の目録（注）

（注）意見の内容を裏付ける書類を添付することができる。



- 43 -

別記

様式第七号（第十八条関係）

特定農林水産物等の変更の登録の申請

農林水産大臣 殿

年 月 日

特定農林水産物等の名称の保護に関する法律（以下「法」という。）第16条第

１項の規定に基づき、次のとおり変更の登録の申請をします。

（この申請書を提出する者（注１））

□変更申請者（１に記載） □代理人（以下に記載）

住所又は居所（フリガナ）：（〒 ）

氏名又は名称（フリガナ）： 印

法人の場合には代表者の氏名：

電話番号：

（注１）

イ この申請書を提出する者が変更申請者である場合には、「□変更申請者」

にチェックを付し、本欄には記載せずに、「１ 変更申請者」に記載する。

ロ この申請書を提出する者が代理人である場合には、「□代理人」にチェ

ックを付し、本欄を記載する。

１ 変更申請者（注２）

住所（フリガナ）：（〒 ）

名称（フリガナ）： 印

代表者（又は管理人）の氏名：

ウェブサイトのアドレス（注３）：

（注２）変更の登録の申請の対象となる登録に係る登録生産者団体が複数ある

場合には、その全部を記載すること。

（注３）ウェブサイトがある場合にのみ記載すれば足りる。

２ 登録番号（注４）

（注４）変更の登録の申請の対象となる登録に係る登録番号を記載すること。

３ 登録に係る特定農林水産物等の名称

４ 変更を求める事項

（１）農林水産物等の名称（注５）

変更前の名称（フリガナ）：

変更後の名称（フリガナ）：
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（注５）名称が複数ある場合には、全部記載すること。なお、日本国外への輸

出を想定している場合には、輸出時に使用する名称についても併せて記

載することができる。

（２）農林水産物等の生産地（注６）

（変更前）

生産地の範囲：

（変更後）

生産地の範囲：

（注６）併せて、生産地の位置関係を示す図面を添付することもできる。

（３）農林水産物等の特性（注７）

（変更前の特性の説明）

（変更後の特性の説明）

（注７）「特性の説明」欄には、農林水産物等の品質、社会的評価その他の確

立した特性を記載する。

（４）農林水産物等の生産の方法（注８）

（変更前の生産の方法の説明）

（変更後の生産の方法の説明）

（注８）「生産の方法の説明」欄には、技術的な基準、出荷基準・規格、栽培

される品種、特別な飼料、特別な原材料等を記載する。

（５）農林水産物等の特性がその生産地に主として帰せられるものであることの

理由

（変更前の説明）

（変更後の説明）

（６）農林水産物等がその生産地において生産されてきた実績（注９）

（変更前の説明）

（変更後の説明）

（注９）特定農林水産物等の発祥、生産の開始時期、現在に至るまでの経緯等

を記載することができる。

（７）法第13条第１項第４号ロ該当の有無等

（変更前）
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① 法第13条第１項第４号ロ該当の有無

登録に係る特定農林水産物等の名称は、法第13条第１項第４号ロに

□ 該当する（注10）

商標権者の氏名又は名称：

登録商標：

指定商品又は指定役務：

商標登録の登録番号：

商標権の設定の登録（当該商標権の存続期間の更新登録があった

ときは、商標権の設定の登録及び存続期間の更新登録）の年月日

：

□ 該当しない

（注10）法第13条第１項第４号ロに該当する登録商標は全て記載する

こと。

② 法第13条第２項該当の有無（①で「該当する」欄にチェックを付した

場合に限る。）（注11）

□ 法第13条第２項第１号に該当

【専用使用権】

□ 専用使用権は設定されている。

専用使用権者の氏名又は名称：

専用使用権者の承諾の年月日：

□ 専用使用権は設定されていない。

□ 法第13条第２項第２号に該当

【商標権】

商標権者の承諾の年月日：

【専用使用権】

□ 専用使用権は設定されている。

専用使用権者の氏名又は名称：

専用使用権者の承諾の年月日：

□ 専用使用権は設定されていない。

□ 法第13条第２項第３号に該当

【商標権】

商標権者の承諾の年月日：

【専用使用権】

□ 専用使用権は設定されている。

専用使用権者の氏名又は名称：

専用使用権者の承諾の年月日：

□ 専用使用権は設定されていない。

（注11）①で記載した登録商標ごとに記載すること。

（変更後）
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① 法第13条第１項第４号ロ該当の有無

登録に係る特定農林水産物等の名称は、法第13条第１項第４号ロに

□ 該当する（注12）

商標権者の氏名又は名称：

登録商標：

指定商品又は指定役務：

商標登録の登録番号：

商標権の設定の登録（当該商標権の存続期間の更新登録があった

ときは、商標権の設定の登録及び存続期間の更新登録）の年月日

：

□ 該当しない

（注12）法第13条第１項第４号ロに該当する登録商標は全て記載する

こと。

② 法第13条第２項該当の有無（①で「該当する」欄にチェックを付した

場合に限る。）（注13）

□ 法第13条第２項第１号に該当

【専用使用権】

□ 専用使用権は設定されている。

専用使用権者の氏名又は名称：

専用使用権者の承諾の年月日：

□ 専用使用権は設定されていない。

□ 法第13条第２項第２号に該当

【商標権】

商標権者の承諾の年月日：

【専用使用権】

□ 専用使用権は設定されている。

専用使用権者の氏名又は名称：

専用使用権者の承諾の年月日：

□ 専用使用権は設定されていない。

□ 法第13条第２項第３号に該当

【商標権】

商標権者の承諾の年月日：

【専用使用権】

□ 専用使用権は設定されている。

専用使用権者の氏名又は名称：

専用使用権者の承諾の年月日：

□ 専用使用権は設定されていない。

（注13）①で記載した登録商標ごとに記載すること。



- 47 -

５ 連絡先（文書送付先）

住所又は居所：（〒 ）

宛名：

担当者の氏名及び役職：

電話番号：

ファックス番号：

電子メールアドレス：
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別記

様式第八号（第十八条関係）

意 見 書

農林水産大臣 殿

年 月 日

提出者

住所：（〒 ）

氏名（法人の場合は、名称及び代表者の氏名）： 印

電話番号：

特定農林水産物等の名称の保護に関する法律（以下「法」という。）第16条第

３項において準用する法第９条第１項の規定に基づき、下記のとおり意見を提出

します。

記

１ 意見の対象となる変更の登録の申請

（１）変更の登録の申請の番号及び年月日

（２）登録番号

（３）登録に係る特定農林水産物等の名称

２ 意見の内容

上記１の変更の登録の申請は、

□ 登録すべきである。

（理由）

□ 次の理由から登録を拒否すべきである（複数選択も可）。

□ 法第13条第１項第２号に該当する。

（理由）

□ 法第13条第１項第３号に該当する。

（理由）

□ 法第13条第１項第４号に該当する。

（理由）

□ その他

３ 添付書類の目録（注）

（注）意見の内容を裏付ける書類を添付することができる。
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別記

様式第九号（第十九条関係）

意 見 書

農林水産大臣 殿

年 月 日

提出者

住所：（〒 ）

氏名（法人の場合は、名称及び代表者の氏名）： 印

電話番号：

特定農林水産物等の名称の保護に関する法律（以下「法」という。）第22条第

２項において準用する法第９条第１項の規定に基づき、下記のとおり意見を提出

します。

記

１ 意見の対象となる取消しをしようとする登録

（１）登録番号

（２）登録に係る特定農林水産物等の名称

（３）登録生産者団体の名称及び住所

２ 意見の内容

上記１の登録は、

□ 取り消すべきである。

（理由）

□ 取り消すべきではない。

（理由）

□ その他

３ 添付書類の目録（注）

（注）意見の内容を裏付ける書類を添付することができる。
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別記
様式第十号（第二十一条関係）

（表）

第 号
年 月 日発行

身 分 証 明 書

官職名及び氏名

年 月 日生

上記の者は、特定農林水産物等の名称の保護に関する法律第24条
第１項の規定による立入検査に従事する職員であることを証明する。

農林水産大臣 印
（地方農政局長又は北海道農政事務所長）

写

真

押

出

ス

タ

ン

プ

○
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（裏）

特定農林水産物等の名称の保護に関する法律（抄）

（報告及び立入検査）
第24条 農林水産大臣は、この法律の施行に必要な限度において、登録生産者団体、生産業者その他の関係者

に対し、その業務に関し必要な報告を求め、又はその職員に、これらの者の事務所、事業所、倉庫、ほ場、
工場その他の場所に立ち入り、業務の状況若しくは農林水産物等、その原料、帳簿、書類その他の物件を検
査させることができる。

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人にこれを提示しなけれ
ばならない。

３ 第１項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解してはならない。

第31条 次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。
一～三 （略）
四 第24条第１項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の規定による検査を拒み、

妨げ、若しくは忌避した者

第32条 法人（法人でない団体で代表者又は管理人の定めのあるものを含む。以下この項において同じ。）の
代表者若しくは管理人又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関
して、次の各号に掲げる規定の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人に対して当該各号に
定める罰金刑を、その人に対して各本条の罰金刑を科する。
一 第28条 ３億円以下の罰金刑
二 第29条 １億円以下の罰金刑
三 前条 同条の罰金刑

２ 法人でない団体について前項の規定の適用がある場合には、その代表者又は管理人が、その訴訟行為につ
きその法人でない団体を代表するほか、法人を被告人又は被疑者とする場合の刑事訴訟に関する法律の規定
を準用する。


